
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
た
め

に
は
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
調
べ
た
り
、
他

者
と
交
流
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
た
り
す
る

な
ど
、
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
身
に
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
教
師
は
、

子
ど
も
一
人
一
人
の
能
力
や
適
性
な
ど
に
応

じ
た
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
子

ど
も
の
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
生
活
や
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
基
本
的

な
方
針
や
方
法
が
ま
と
め
ら
れ
た｢

生
徒
指

導
提
要｣

（
文
部
科
学
省
）
を
踏
ま
え
て
、

①
自
己
存
在
感
の
感
受

②
共
感
的
な
人
間
関
係
の
育
成

③
自
己
決
定
の
場
の
提
供

④
安
全
・
安
心
な
風
土
の
醸
成

の
４
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
た｢

魅
力
あ
る

授
業｣

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
学
習
課
題
に
対
し
て
見
通

し
を
持
ち
、
学
び
を
進
め
る
授
業
や
、
ペ
ア

や
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
友
だ
ち
と
の
対
話
を

通
し
て
学
び
を
深
め
る
授
業
、
自
ら
の
学
び

を
振
り
返
り
、
学
び
の
実
感
を
味
わ
う
授
業

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
主
体
的
な
学
び
を
通
し
て

｢

分
か
っ
た｣

、「
で
き
た
」
を
実
感
し
、｢

子

ど
も
と
教
師
が
共
に
笑
顔
に｣

と
な
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
授
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り

ま
す
。

今
回
は
、
２
つ
の
学
力
調
査
の
結
果
を
受

け
て
、
各
学
校
の
学
力
向
上
に
向
け
た
魅
力

あ
る
授
業
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査

調
査
時
期
＝
令
和
６
年
１
月

対
象
＝
小
学
５
年
生
、
中
学
１
、
２
年
生

　
　
　（
義
務
教
育
学
校
７
、８
年
生
含
む
）

鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
の
結
果
と
課
題

小
学
校
は
、
全
教
科
で
県
平
均
を
上
回
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
１
年
国
語
、
数
学
、
中

学
２
年
社
会
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

他
の
教
科
は
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
計
算
や
漢
字
な
ど
の
基
礎

的
な
知
識
、
技
能
は
定
着
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
中
学
校
で
は
、
地
名

な
ど
の
基
礎
的
な
用
語
の
定
着
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

調
査
時
期
＝
令
和
６
年
４
月

対
象
＝
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

　
　
　（
義
務
教
育
学
校
９
年
生
含
む
）

　

【
主
体
的
な
学
び
を
通
し
た｢
子
ど
も
の
笑
顔｣

を
目
指
し
て
】

問
合
先
＝
本
庁
学
校
教
育
課
指
導
Ｇ（
内
線
５
３
１
３
）
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｢
魅
力
あ
る
授
業｣

で

   
子
ど
も
と
教
師
が
共
に
笑
顔
に

学
力
・
学
習
状
況
の
お
知
ら
せ

142024.12.10 広報

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
課
題

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
と
も
に
、
全

国
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

国
語
は
、
昨
年
度
課
題
で
あ
っ
た｢

基
礎
・

基
本
的
な
内
容
を
問
う
問
題｣

に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
共
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
算
数
・
数
学
で
は
、｢

基
礎
・
基

本
的
な
内
容
を
問
う
問
題｣

や｢

資
料
や
グ

ラ
フ
を
正
し
く
読
み
取
る
問
題｣

に
課
題
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
～
る
　拡
が
～
る
　魅
力
あ
～
る

本
市
で
は
、
子
ど
も
が
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
、

学
力
を
高
め
る
授
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

各
学
校
の
取
り
組
み
が
つ
な
が
り
、
市
全
体

に
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
授
業

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。▲このキャッチフレーズは、本市の教育を伝える

　目的で作成したものです。

子ども主体の子ども主体の
｢魅力ある授業｣｢魅力ある授業｣

互
い
に
認
め
合
い
、

励
ま
し
合
う
関
係

学
級・学
校
が

｢

（
心
の
）居
場
所｣

と
な
る

自
分
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

自
ら
考
え
、選
択
し
、

決
定
す
る

▲質問し合うことでお互いの考えが深ま
ります。

▲他学年との交流は子どもたちの居場所
づくり、絆づくりにつながります。

▲課題解決の方法を自ら選択して、取り
組んでいます。

▲自分の答えを導き出すために、タブレッ
トを使用して学習を行っています。

▲友だちが分かるように説明を
することで自分の理解が深ま
ります。

▲机の配置を工夫するだけでも
学習の雰囲気が変わります。

▲興味・関心や習熟度に応じた課題を
自ら選択して取り組んでいます。

▲どのようにすれば良いか、友
だちと一緒に考えます。

共感的な人間関
係
の
育
成

安全・安
心な

風
土
の
醸
成自

己
決
定

の場の提供

自
己
存
在

感の
感受

15 Satsumasendai city Public Relations, 2024.12.10


